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概要:  スポーツの試合において、勢いに乗ると強くなったり、ミスが続くと弱くなったりといった人間特性はし

ばしば試合の流れを変え、勝敗を分け得る要因となる。特に試合の流れが頻繁に変わるような卓球においては、そ

ういった様々な人間特性が確認できると考えられる。本研究は、実際の卓球リーグ戦の試合データを用いて、試合

の流れを大きく変えるタイムアウトとその前後のプレーからチームごとに特性を抽出することを目的としたもので

ある。分析には系列パターンマイニングというデータマイニング手法を用いた。結果として、負けている状況での

タイムアウト後は得点しやすかったり、相手チームにレシーブエースを取られた直後によくタイムアウトを取得し

たりと、チームごとに人間特性が抽出された。またそれらの結果から、各チームの流れや戦略を考察することが可

能となった。 
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1. はじめに 

 スポーツの試合において、勢いに乗ると強くなった

り、ミスが続くと弱くなったりといった人間特性はし

ばしば試合の流れを変え、勝敗を分け得る要因となる

[1]。特に試合の流れが頻繁に変わるような卓球におい

ては、そういった様々な人間特性が確認できると考え

られる。本研究では、実際の卓球の試合データから、

流れを大きく変える要因となるタイムアウトとその前

後のプレーに着目し、各チームごとの特性を抽出する

ことを目的として分析を行った。 

 

2. 解析手法 

 大量のアイテム列から頻出する部分アイテム列パタ

ーンを発生順序を保持した上で抽出する系列パターン

マイニングというデータマイニング手法を用いた。パ

ターン抽出の際に使用した尺度を以下に示す。 

Ⅰ. 支持度(Support) 

 データ全体(M)で条件部(X)と結論部(Y)が同時に存

在する割合。 

                   (1) 

 

Ⅱ. 信頼度(Confidence) 

 条件部(X)が出現する中で、条件部(X)と結論部(Y)

が同時に出現する割合。 

                   (2) 

Ⅲ. リフト値 

 条件部(X)と結論部(Y)の独立性の判別に用いる値。 

                   (3) 

次に解析手順を以下に示す。 

(i) タイムアウト前後のデータを区画分け 

 チームごとに全てのタイムアウトとその前後 2 回の

ラリーデータを取得し、タイムアウト取得時を区画

T、1 つ前のラリーを区画 b1、2 つ前を区画 b2、1 つ

後を区画 a1、2 つ後を区画 a2 とした。 

(ii) それぞれの区画にラリーデータをタグとして格納 

 本研究では区画 b2、b1、a1、a2 にはそれぞれプレ

ー情報を、区画 T にはタイムアウト時のゲーム状況を

タグとして格納した。 

(iii) 系列パターンマイニングによる解析 

 各区画のタグを結合し、それらのデータに系列パタ

ーンマイニングを適用することで解析を行った。 



3. 結果、考察 

 得られたパターンの中から特徴的なものをチームご

とに表 3.1 から表 3.4 に示した(表は赤い部分がタイム

アウト前のパターン、青い部分が後のパターン)。日本

ペイントマレッツは優勢状況でのタイムアウトを相手

のナイスボールによる失点後に取得している傾向にあ

ることから、優勢時にナイスボールでの得点を許して

しまい相手チームが勢い付くことを悪い流れと捉えて

いることが推測できる。トップおとめピンポンズ名古

屋や木下アビエル神奈川は優勢状況でレシーブエース

を取られることを悪い流れと捉えており、相手チーム

に流れ奪われないためにタイムアウトを取得している

と考えられる。また、劣勢状況でのタイムアウト後に

おいて、失点する傾向がある日本ペイントマレッツや

トップおとめピンポンズ名古屋に対し、日本生命レッ

ドエルフや木下アビエル神奈川は得点するパターンが

抽出されたため劣勢状況でもタイムアウトにより流れ

を変えることができるチームといえる。 

 

表 3.1 日本ペイントマレッツのパターン 

 

 

表 3.2 トップおとめピンポンズ名古屋のパターン 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.3 日本生命レッドエルフのパターン 

 

 

表 3.4 木下アビエル神奈川のパターン 

 

 

4. まとめ 

 本研究では、スポーツの試合における人間特性につ

いて、卓球の実際の試合データを用いて分析した。解

析ではチームごとに特徴がありそうなタイムアウトに

着目し、特性を具体的なプレー内容から抽出するた

め、系列パターンマイニングという手法を用いた。そ

の結果、タイムアウト前後において様々なパターンが

抽出され、チームごとの人間特性について確認するこ

とができたといえる。また、結果よりそれぞれのチー

ムにおける流れや戦略についての知見が得られた。 
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